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事 業 報 告 書 
2017 年 4 月 1 日から 

2018 年 3 月 31 日まで 

I. 庶務事項 

  前年度末 入会者 退会者 年度末 

会員数 576 32 24 584 

※未納者 277 名（前年度比+3） 

II. 運営組織の状況に関する事項 

1. 総会 

① 開催日時 2017 年 5 月 13 日（土） 

② 開催会場 東京都新宿区西早稲田 

 「早稲田大学 国際会議場 井深大記念ホール」 

③ 式次第 

1. 開会の辞 

2. 議題 

第 1 号議案 第 11 期事業報告及び決算関係書類承認の件 

第 2 号議案 第 12 期事業計画案及び収支予算承認の件 

第 3 号議案 規約一部改訂の件 

第 4 号議案 第 12 期役員承認の件 

3. その他閉会の辞 

2. 執行委員会（DWS12） 

① 原則月 1 回開催 2017 年 4 月～2018 年 3 月 12 回 

② 開催場所    2017 年 4 月 明治大学 会議室 

  2017 年 5 月~2018 年 3 月 株式会社エデュース 会議室 
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III. 年次大会の開催の状況に関する事項 

1. 講演会 

① 開催日時 2017 年 5 月 13 日（土）10 時～18 時 

② 開催会場 「早稲田大学 国際会議場 井深大記念ホール」 

③ 出席者数 269 名 

④ プログラム 

次ページ記載 
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---------------------------------------------------- 

●学会総会（１０時００分～１０時２５分） 

---------------------------------------------------- 

●プレセッション（１０時００分～１０時２５分） 

---------------------------------------------------- 

●午前の部（１０時３５分～１２時１５分）：セッショ

ン 

◇第１セッション「社会生態学とは何か－－われわれの

働く環境、生きる環境を知る」 

ファシリテーター：佐藤等（佐藤等公認会計士事務所、

学会理事） 

◇第２セッション「ドラッカーの小さな学校－－ＭＳＣ

の実践に向けて」 

ファシリテーター：森岡謙仁（経営・ものづくり・ＩＴ

アドバイザー、アーステミア代表取締役、学会理事） 

登壇者：藤島秀記（クリエイティブパートナーズ代表取

締役、学会理事） 

◇第３セッション「マネジメントの基礎をつくる 5 つの

質問－－強みを生かす問い」 

ファシリテーター：国永秀男（ポートエム代表取締役、

「ドラッカー塾」専任講師） 

◇第４セッション「『非営利組織の経営』を読む－－

「できること」は何か」 

ファシリテーター：⿁塚裕司（壱岐のこころ理事・施設

⾧、タネマキスト、⾧崎大会実行委員⾧） 

◇第５セッション「女性が読む『経営者の条件』－－強

みを生かす究極の方法」 

ファシリテーター：吉田麻子（カラーディア代表、作

家） 

◇第６セッション「チャート写経勉強法でドラッカーを

学ぶ－－私の強み紹介」 

ファシリテーター：安藤芳樹（広告プロデューサー） 

---------------------------------------------------- 

●ポストセッション（１２時３０分～１３時００分） 

---------------------------------------------------- 

●午後の部（１３時１０分～１８時００分）：講演・対

談 

◇１．午前中のセッションの結果の共有 

◇２．[講演]「われわれはいかに働きどう生きるべきか

－－ささやかな世界で強みを生かす」 

登壇者：上田惇生（ものつくり大学名誉教、学会学術顧

問） 

◇３．[対談]「『最高の授業』を世界の果てまで届けよ

う－－強みを発揮するフィールドの見つけ方」  

登壇者：税所篤快（NPO 法人 E-education 代表）× 

友成真一（早稲田大学大学院教授） 

◇４．[研究会事例報告] ドラッカー「マネジメント」

研究会 

［紹介］ドラッカー「マネジメント」研究会～一人一人

の強み活かす環境づくり～の紹介 登壇者：岡崎宏昭 

［発表－１］「よりよい内部監査のためのＭＳＣ活用」 

  －－ 従業員の強みを生かし、企業の成果に結集さ

せる“しくみづくり” 

登壇者：若林良樹 

［発表－２］ＭＳＣ（マネジメントスコアカード）によ

るアプリ開発－－新商品開発にＭＳＣを活用する 

登壇者：岡崎宏昭 

◇５．[対談]「奇跡を起こす読書会－－強みを見出し、

強みを使いこなす」 

登壇者：佐藤等（佐藤等公認会計士事務所、学会理事）

×吉田麻子（カラーディア代表、作家） 

◇６．[対談]「持続可能な資本主義 －－いかにして強

みを公益となすか」 

登壇者：新井和宏（鎌倉投信?ファンドマネージャー）

×北村和敏（三方よし研究家、学会企画編集委員） 

◇７．[全体総括]「エッセンシャルマネジメントとして

のドラッカー思想の再生 －－なぜ、ふたたびドラッカ

ーなのか？」 

登壇者：西條剛央（早稲田大学大学院（MBA）客員准

教授）／聞き手・井坂康志（ものつくり大学特別客員教

授、学会理事） 
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2. 学術大会 

ドラッカー学会第 12 回大会 in 立命館大学大阪いばらきキャンパス 

開催日時 2017 年 11 月 11 日(土) 10 時 30 分～18 時 30 分 

開催会場 立命館大学大阪いばらきキャンパス 

出席者数 66 名 

プログラム 

 

 

●10:30～12:30：分科会 4 会場  

(A 棟 4 階 AS462~AS465) 

第 1 分科会  会場：A 棟 4 階 AS462 

 司会 種子田譲（立命館大学） 

 第 1 報告 西川英臣（立命館大学・博士課程後期課

程） 

 「ドラッカーのマーケティング概念に関する一考察―

商業経済論パラダイムとの比較を中心に―」 

 第 2 報告 田中浩子（県立広島大学） 

 「中食産業における顧客の創造ー株式会社古市庵を事

例としてー」 

 第 3 報告 岸本秀一（金沢星稜大学） 

 「化粧品研究開発者の仕事」 

第 2 分科会  会場：A 棟 4 階 AS463 

 司会 奥村陽一（立命館大学） 

 第 1 発表者 島田恒（関西学院大学客員講師） 

「非営利組織（NPO）が拓く世界－社会と個人の変

革」 

 第 2 発表者 井坂康志（ものつくり大学特別客員教

授） 

「ネクスト・ソサエティと最晩年の思想」 

第 3 分科会  会場：A 棟 4 階 AS464 

 発表者 清水祥行（D サポート株式会社 代表取締

役） 

「ドラッカー・プレミアム－ドラッカーを実践する中小

企業の現場レポート」 

第 4 分科会  会場：A 棟 4 階 AS465 

●12:30~13:30：昼食休憩 

●13:30～13:40：代表挨拶 三浦一郎 立命館大学教授 

●13:40～14:30：講演 坂本和一 

立命館大学名誉教授・立命館アジア太平洋大学初代学⾧ 

「イノベーション志向社会が資本主義を変える」 

●14:30～15:20：講演 池田雅彦 

三菱商事関西支社診療所⾧ 

「糖尿病療養におけるドラッカー・マネジメント」 

●15:20～15:30：休憩 

●15:30～16:30：講演 寺島実郎 

一般財団法人日本総合研究所会⾧・多摩大学学⾧ 

「ドラッカーの世界認識と現代」 

●16:30～16:40：閉会挨拶 

●17:00～18:30：懇親会(C 棟 1 階 生協カフェテリア) 
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IV. 研究グループ活動 

1. 全国の研究グループにて活動を実施。研究グループの開催案内等は本学会ウェブ

サイトにて告知。 

2. 現在活動中の研究グループは以下のとおり。 

研究グループ名称 主な活動地域
仙台研究グループ 仙台
ドラッカー「マネジメント」研究会 東京
英語でドラッカーを学ぶ会 東京
ドラッカーの窓から明日を考える研究会 東京
ドラッカーマネジメント研究会（東海SG） 名古屋
京都研究グループ 京都
ドラッカー学会大阪ＳＧ勉強会 大阪
高知ドラッカー読書会 高知
医療介護版ドラッカー研究グループ 東京
「澁澤ドラッカー」研究会 東京
ドラッカー・マネジメント＆イノベーション研究会・東京中央グループ 東京
ドラッカープレミアム研究会 札幌
ドラッカー読書会新潟 新潟  
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V. 教育活動 

1. 寄付講座 

① 講座名 

ドラッカーが説いたマネジメント・スコアカード実践のすすめ  

‐社会との共生による“新しい企業価値”を創造する理論と実践手法を学ぶ‐ 

明治大学リバティアカデミー・オープン講座として開催  

1. 開催場所 明治大学 

2. 開催時間 19 時～20 時 30 分 90 分間 

3. 講座の概要 

演題 登壇者 開催日
ドラッカーのマネジメント・スコアカード(MSC)～戦略・体系編～ 藤島 秀記（本会理事） 2017/5/17
ドラッカーのマネジメント・スコアカード(MSC)～実践・応用編～ 森岡 謙仁（本会理事） 2017/6/7  

2. 特別講演 

① 講演名：ドラッカーの小さな学校 

   1. 開催場所 明治大学 紫紺館 

   2. 講演の内容 
開催日

2017/9/20

2017/10/21

・第一部;ドラッカー思想の現代的な意義
・基調講演と対談（藤島秀記理事、井坂康志理事）
・第二部;ドラッカーマネジメント論の現代的な意義
・基調講演と対談（藤島秀記理事、阪井和男理事、谷崎敏昭理事）
・第三部;受講者とのディスカッション
※進行役:森岡謙仁理事

・第一部;ドラッカーマネジメントの現代的意義;藤島秀記理事
・ドラッカーの説いたマネジメント・スコアカード（MSC）とは
・「P.F.ドラッカーと考える　２１世紀の経営」（2001年12月）VTR上映
～ Message to the Japanese Business Executives for the 21st Century ～
ピーター．Ｆ．ドラッカー／口述　藤島秀記訳（株式会社ダイヤモンド社国際経営研究所）
・第二部;ＭＳＣの解説とケーススタディ;森岡謙仁理事
・グループ演習
・発表／講評　・質疑応答
・第三部;ＭＳＣによる新商品開発事例紹介;岡崎宏昭本会会員
・質疑応答、討議

演題/登壇者
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3. 連携教育プログラム 

① 経営学特殊講義「ドラッカーの思想と経営」 

1. 開催場所 立命館大学 開催期間 2017 年 12 月から 2018 年 1 月 

授業回数 テーマ

科目の概要　この科目の運営方法について　ドラッカーの人物 ドラッカーの趣味　ドラッカーと日本

『傍観者の時代』　「日本画に見る日本」

ドラッカーの思想形成（ゲスト講師:井坂康志(東洋経済新報社)）

ハプスブルク帝国とウィーン　ハンブルク　フランクフルト　ロンドン　ニューヨーク　クレアモント 

ナチズムと反ユダヤ主義　初期３部作　『傍観者の時代』

『現代の経営』から『マネジメント』へ、

マネジメント　事業の目的　顧客の創造　目標　企業と非営利組織

ドラッカーの経営学史上の意義（ドラッカーによるマネジメントの発明とは） 

（ゲスト講師:坂本和一（ドラッカー学会学術顧問、立命館大学名誉教授））

『現代の経営』　そして・・・ＧＭ　ＧＥ　バーナード

知識労働者と知識社会（ゲスト講師:森村正博（元新田ゼラチン取締役））

『経営者の条件』『断絶の時代』『ポスト資本主義社会』　「社会転換の世紀」 

ドラッカーの発想法と認識論 

中間テスト

「ある社会生態学者の回想」

マーケティングとドラッカー（ゲスト講師:岸本秀一(金沢星稜大学、元サンスター)）

顧客の創造　マーケティングとイノベーション

イノベーションとドラッカー（ドラッカーによるイノベーションの発明とは） 

（ゲスト講師:坂本和一（ドラッカー学会学術顧問、立命館大学名誉教授））

シュンペータ―とドラッカー　『イノベーションと企業家精神』

経営戦略とドラッカー 

（ゲスト講師:肥塚浩（立命館大学経営学部））

『現代の経営』『創造する経営者』『マネジメント』『イノベーションと企業家精神』

フィードバック分析について（ゲスト講師:井坂康志(東洋経済新報社)）

ドラッカーの問

リーダーシップ論とドラッカー

自らをマネジメントする（ゲスト講師:田中浩子（県立広島大学大学院教授））

第２の人生　キャリア

「すでに起こった未来」の活用と、グローバル経営における人事 

（ゲスト講師:花松甲貴（日立製作所））

ドラッカーの手法を活用してイマを見る

スポーツマネジメントとドラッカー 

（ゲスト講師:種子田穣（立命館大学スポーツ健康科学部））

顧客の創造の多様な展開

まとめにかえてー今年度の講義の特徴についてー

一般教養としてのドラッカー

1

2

3

4

5

12

13

14

15

6

7

8

9

10

11
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VI. 出版物 

1. ドラッカー学会年報『文明とマネジメント vol.14』（A5 全 138 ページ） 

発行日  2017 年 11 月 18 日（土） 

発行部数  650 部 

2. ドラッカー・フォーラム 

春、夏、秋、冬号と季刊にて 4 回発行し、ドラッカー学会 Web サイトに掲載 

 

  


